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碑
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︵
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９
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９
年
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︶



だいがくのたから

「
自
由
自
治
」
碑

　

京
都
精
華
大
学
の
建
学
の
理
念
を
起
草
し
た
初
代
学
長
で
あ
る
岡
本
清
一
（
１
９
０
５
―
２
０
０
１
）

は
、
自
由
の
探
究
に
生
涯
を
さ
さ
げ
た
政
治
学
者
で
あ
っ
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
、
世
界
中
で
高
揚
す
る
学
生
運
動
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
隆
盛
…
…
、「
自
由
」

を
希
求
す
る
人
々
の
表
現
と
行
動
が
う
ね
り
の
よ
う
に
世
界
を
お
お
っ
た
１
９
６
８
年
、
京
都
精
華
大
学

も
そ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請
に
応
え
て
誕
生
し
た
。
岡
本
は
、
か
つ
て
な
い
実
験
的
な
教
育
の
場
の
建
設

に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
「
自
由
自
治
」
で
あ
る
。

　
「
わ
れ
わ
れ
の
大
学
は
新
し
い
画
布
の
よ
う
に
、
一
切
の
因
襲
的
な
過
去
か
ら
断
絶
し
て
い
る
。
そ
し

て
教
師
も
学
生
も
す
べ
て
、
ま
ず
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
自
由
と
自
治
の
精
神
の
波
う
つ
大
学
を
、
こ

れ
か
ら
創
造
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
岡
本
清
一
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
開
学
初
年
度
大

学
案
内
の
一
節
は
、
そ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
い
え
る
。

　

岡
本
は
ま
た
、
同
じ
く
開
学
初
年
度
の
履
修
要
項
の
巻
頭
に
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。「『
自
由
自
治
』

は
、
近
代
精
神
の
精
髄
を
言
い
あ
ら
わ
し
た
言
葉
で
あ
る
。
自
由
自
治
の
精
神
は
庶
民
の
精
神
で
あ
る
。

…
…
わ
れ
わ
れ
の
大
学
は
庶
民
の
大
学
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
…
…
い
つ
か
、
み
ん
な
の
協
力
に
よ
っ
て
、

こ
の
四
文
字
が
石
に
刻
ま
れ
て
校
庭
に
建
て
ら
れ
る
日
が
来
る
で
あ
ろ
う
」。

　

こ
の
言
葉
ど
お
り
、
岡
本
清
一
生
誕
百
年
に
当
た
る
２
０
０
５
年
に
、
卒
業
生
を
中
心
と
し
た
寄
附
に

よ
っ
て
「
自
由
自
治
」
の
石
碑
は
建
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

京都精華大学
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実
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是
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ャ
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整
備
を
目
指
し
て�

伊
井　
明

50
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／
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Ｒ
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０
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史
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史
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仕
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ラ
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》
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活
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テ
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治
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学�
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112
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　同志社女子大学学芸学部国際教養学科では、学生
全員が２年次の夏から英語圏の大学に約１年間留学
します。留学先は５カ国27大学から選ぶことができ、
１大学に派遣する学生は原則として５名以内として
います。留学先大学では正規科目を履修し、現地の
学生と同じレベルで議論することを目指し、語学力、
コミュニケーション能力の飛躍的向上だけでなく、
真の異文化を体験して帰国します。毎年実施してい
る留学報告会では、留学を終えて帰国した３年次生
が、留学先での研究成果や履修した授業について１
枚のポスターを作成し、プレゼンテーションを行い
ます。留学を控えた１年次生にとっては、身近な先
輩から生きた情報を得られる貴重な機会であるとと
もに、３年次生は自らの留学を改めて振り返り、意
見交換を行い、教員のアドバイスを受けながら今後
の研究の方向性を見つめ直すきっかけとしています。

〈表紙写真〉

約１年間の留学を終えて帰国した
国際教養学科３年次生による留学報告会
（同志社女子大学）



大学点描

同志社女子大学は創立140周年を迎えます
　本学は、1876（明治９）年10月24日、現在の京都御苑内にあったデイヴィ
ス邸（旧柳原前光邸）において、アメリカ人女性宣教師スタークウェザー
と同志社創立者である新島襄の妻 ・八重によって始められた女子塾を起源
としています。
　その後、同志社分校女

にょ

紅
こう

場
ば

、同志社女学校、同志社女子専門学校を経て、
1949（昭和24）年、同志社女子大学となりました。2000（平成12）年以降
は、社会の動きや現代女性のニーズの多様化に対応すべく、社会学系、医
療系などの新しい学部学科を開設し、現在は６学部11学科、１専攻科、４
研究科を擁する女子総合大学へと発展し、京田辺と今出川の２つのキャン
パスで約6500名の学生が学んでいます。
　新島襄は「女子教育ハ社会ノ母ノ母ナリ」という言葉を残し、社会の発
展には女子教育を盛んにすることが不可欠であると考えていました。本学
はその志を受け継ぎ、品格と良心を備え、個性を輝かせる女性、そして豊
かな世界づくりに寄与する女性を育んでいくために、これからも新しい挑
戦を続けてまいります。

京田辺キャンパス 友和館 今出川キャンパス ジェームズ館
（国登録有形文化財）



教 育 活 動

　各分野の基礎をしっかり学んで、段階的に専門性を高めていきます。全学科共
通の科目や他学科科目の受講、同志社大学、大学コンソーシアム京都などとの単
位互換制度など、所属する学科の専門科目のほかにも多様な学びの選択肢があり、
学生一人一人の個性と意欲を最大限に伸ばすことができます。また、本学では少
人数教育を実践し、学生との対話を大切にする教育環境を整えています。学生と
教員の距離が近く、同志社女子大学というコミュニティーの中で共に学び成長し
あう風土があります。授業では、ディスカッションやグループワークを積極的に
取り入れているほか、フィールドワークや地域連携を通して、社会における実践
的な学びも大切にしています。

高度な専門分野の学びと
リベラル ・アーツの精神をベースに

幅広い教養を身に付ける



国 際 理 解

　本学の教育理念の一つである「国際主義」に基づき、国際感覚豊かな人材を育
成する取り組みを行っています。中 ・長期留学制度としては、英語圏の国やドイ
ツ、アジアの協定大学に留学する制度や、セメスター語学留学のほか、学生が希
望する大学への留学を正規留学として認定する制度もあります。特に、学芸学部
国際教養学科の学生は１年間の英語圏大学への留学が義務づけられています。ま
た、海外の短期プログラムには、夏期または春期の休暇期間中に実施する海外研
修や日本語指導実習もあり、自分の語学力や目的に応じて参加することができま
す。留学生受け入れプログラムでは、留学生が学ぶ授業を一般の学生も履修する
ことができ、文化体験などの交流イベントもあります。

一人一人に応える
充実したプログラムで
国際感覚に磨きをかける



課 外 活 動

　学生生活をより充実させるために、学業以外に力を注ぐ活動の場として、47の
クラブと３つの同好会があります。また、学生会活動、サマーキャンプやスポー
ツフェスティバル、EVE（大学祭）などの行事のほか、リトリートやワークキャ
ンプなど、「キリスト教主義」を掲げる本学ならではの行事も多彩です。いずれも
学生が実行委員を務め、企画 ・運営の中心を担っています。これらの活動によっ
て学部・学科、学年を超えた仲間とのつながりができるだけでなく、リーダーシッ
プを養う貴重な機会にもなっています。2015（平成27）年度にはボランティア活動
支援センターを開設し、情報の収集 ・提供を行うなど、学生のボランティア活動
を支援しています。

クラブ活動や多彩な行事、
地域社会での活動を通して
豊かな人間性を育む



　

学
校
法
人
同
志
社
が
経
営
す
る
諸
学
校
の
一
つ
で
あ
る
同

志
社
女
子
大
学
の
源
流
は
、
１
８
７
６
（
明
治
９
）
年
創
立

の
女
子
塾
に
あ
り
、
以
来
、
今
年
で
１
４
０
周
年
を
迎
え
る
。

「
同
志
社
」
は
「
同
じ
志
を
も
つ
者
の
結
社
」
を
意
味
す
る
。

「
同
じ
志
」
と
は
キ
リ
ス
ト
教
主
義
、
自
由
主
義
（
リ
ベ
ラ

ル・

ア
ー
ツ
）、
国
際
主
義
を
基
盤
と
し
た
良
心
教
育
を
通
し

て
、
よ
り
よ
い
個
人
、
社
会
、
世
界
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ

と
で
あ
る
。
特
に
同
志
社
の
女
子
教
育
は
、「
地
の
塩
、
世
の

光
」
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
女
性
の
育
成

を
使
命
と
し
て
い
る
。

「
地
の
塩
、世
の
光
」と
し
て

加
賀 

裕
郎
●
同
志
社
女
子
大
学
学
長

No.370� 2016.9



１　
高
等
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

　

日
本
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
喧
伝
さ
れ
て
久
し
い
。「
グ

ロ
ー
バ
ル
」
の
意
味
は
、
使
わ
れ
る
分
野
、
文
脈
で
異
な
る
。

ふ
つ
う
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
と
い
え
ば
、
企
業
の
海
外
展

開
に
即
応
し
た
交
渉
力
、
開
発
力
が
求
め
ら
れ
る
人
材
が
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
が
、「
グ
ロ
ー
バ
ル・

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
」（
国

際
正
義
）
と
い
え
ば
、
国
際
法
に
基
づ
く
法
の
支
配
が
念
頭

に
浮
か
ぶ
で
あ
ろ
う
し
、「
グ
ロ
ー
バ
ル・

シ
テ
ィ
ズ
ン
」
は

基
本
的
人
権
な
ど
の
普
遍
的
な
真
理
を
体
得
し
て
、
平
和
共

存
を
希
求
す
る
「
世
界
市
民
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
言
葉

が
多
義
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
高
等
教
育
で
の
「
グ
ロ
ー

バ
ル
」
は
、
学
問
は
本
来
世
界
に
向
け
て
開
か
れ
、
人
類
の

知
恵
と
想
像
力
と
が
競
わ
れ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
な
も
の
で

あ
る
の
で
、
あ
え
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
化
と
い
わ
れ
て
い
る

の
は
、
制
度
上
の
環
境
整
備
、
あ
る
い
は
心
的
習
性
（
メ
ン

タ
リ
テ
ィ
ー
）、
つ
ま
り
意
識
の
あ
り
よ
う
が
問
題
視
さ
れ

て
、
喧
伝
さ
れ
て
き
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

日
本
の
高
等
教
育
で
は
、
２
０
０
０
年
に
立
命
館
ア
ジ
ア

太
平
洋
大
学
（
以
下
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
）、
２
０
０
４
年
に
秋
田
国
際

教
養
大
学
が
開
学
、
２
０
０
９
年
の
グ
ロ
ー
バ
ル
30
（
国
際

化
拠
点
整
備
事
業

―
大
学
の
国
際
化
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
形
成
推
進
事
業
。
実
際
に
は
13
大
学
に
し
ぼ
ら
れ
た
）
を

皮
切
り
に
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
事
業
が
立

て
続
け
に
打
ち
出
さ
れ
、
２
０
１
４
年
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー

バ
ル
大
学
創
成
支
援
事
業
（
採
択
さ
れ
た
大
学
は
２
０
２
３

年
ま
で
の
10
年
間
に
各
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
に
基
づ
い

た
目
標
達
成
を
求
め
ら
れ
る
）
で
、
一
応
の
区
切
り
が
つ
け

ら
れ
た
。
当
初
Ａ
タ
イ
プ
（
ト
ッ
プ
型
）
10
校
、
Ｂ
タ
イ
プ

（
牽
引
型
）
20
校
を
採
択
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
結
果
は
Ａ
タ

是
永 

駿
●
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
学
長

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
実
態
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イ
プ
13
、
Ｂ
タ
イ
プ
24
、
計
37
大
学
が
採
択
さ
れ
た
。
Ａ
タ

イ
プ
に
申
請
し
た
の
は
16
大
学
と
少
数
で
あ
っ
た
が
、
Ｂ
タ

イ
プ
に
は
１
０
０
近
く
の
大
学
が
申
請
し
、
激
烈
な
競
争
と

な
っ
た
。
Ａ
Ｐ
Ｕ
に
と
っ
て
は
大
学
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

そ
の
も
の
が
問
わ
れ
る
競
争
で
あ
っ
た
が
、
幸
い
に
も
、
開

学
14
年
の
実
績
が
評
価
さ
れ
、
採
択
の
栄
誉
に
浴
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

２　
英
語
環
境
と
日
本
語
環
境

　

現
代
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
も
た
ら
し
た
大
き
な
要
因

は
、
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
革
命
と
世
界
の
言
語
地
図
の
根
本

的
な
変
化
で
あ
る
。
英
語
が
世
界
の
普
遍
言
語
と
し
て
、
政

治
、
経
済
、
外
交
な
ど
の
国
際
的
な
会
議
や
交
渉
の
場
面
で

共
通
語
の
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
の
言
語
地

図
も
、
英
語
圏
、
準
英
語
圏
、
非
英
語
圏
に
分
け
ら
れ
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
香
港
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど
は
準
英
語
圏
で
あ
り
、
日
本
、
中

国
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
は
非
英
語
圏
で
あ
る
。
中
国
、

韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
い
ず
れ
の
国
も
、
エ
リ
ー
ト
高
校
で
は
徹

底
し
た
英
語
教
育
を
施
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
も

英
語
に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
す
る
大
学
が
増
え
て
お

り
、
能
力
の
あ
る
高
校
生
は
欧
米
の
主
要
大
学
へ
の
進
学
が

可
能
と
な
っ
た
。
日
本
か
ら
も
、
直
接
海
外
の
大
学
へ
進
学

す
る
学
生
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
つ
ま
り
、
世
界
の
高
等
教
育

が
自
由
市
場
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｐ
Ｕ
は
、
専
任
教
員
１
７
０
余
名
の
半
数
が
外
国
籍
で
、

24
カ
国
か
ら
や
っ
て
き
て
お
り
、
日
本
人
教
員
を
含
め
て
、

博
士
の
学
位
を
海
外
の
大
学
で
取
得
し
た
教
員
の
比
率
は
77
％

を
占
め
る
。
職
員
の
52
％
は
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
８
０
０
点
以
上
の

英
語
力
を
持
つ
。
大
学
院
の
授
業
は
全
科
目
英
語
で
行
わ
れ

て
い
る
が
、
学
部
は
基
本
的
に
日
英
二
言
語
で
行
っ
て
い
る
。

英
語
の
み
で
の
科
目
も
あ
り
、
そ
の
科
目
も
含
め
る
と
、
学

部
の
講
義・

ゼ
ミ
科
目
の
88
％
が
英
語
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

会
議
文
書
も
日
英
二
言
語
で
用
意
さ
れ
る
。
こ
れ
が
Ａ
Ｐ
Ｕ

の
現
在
の
英
語
環
境
で
あ
る
。

　

日
本
語
環
境
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
国
内
学
生
、
国
際
学

生
（
留
学
生
）
合
わ
せ
て
約
６
０
０
０
名
の
半
数
を
国
際
学

生
が
占
め
、
80
余
カ
国
か
ら
来
日
。
卒
業
後
は
約
60
％
が
日

本
で
就
職
し
、
30
％
が
海
外
あ
る
い
は
母
国
で
就
職
し
、
10
％

が
国
内
外
の
大
学
院
に
進
学
す
る
。
ほ
と
ん
ど
の
国
際
学
生

は
英
語
基
準
で
入
学
す
る
の
で
、
日
本
語
の
学
習
歴
は
な
く
、

入
学
後
に
習
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
入
学
後
の
第
一
セ
メ
ス
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タ
ー
は
、
週
12
コ
マ
（
１
コ
マ
95
分
な
の
で
、
毎
週
約
20
時

間
）
の
日
本
語
の
授
業
が
必
修
科
目
と
し
て
集
中
的
に
配
置

さ
れ
て
い
る
。
言
語
科
目
と
ゼ
ミ
は
セ
メ
ス
タ
ー
制
を
敷
い

て
い
る
が
、
講
義
は
す
べ
て
ク
オ
ー
タ
ー
制
で
あ
る
。

　

日
英
二
言
語
制
と
い
う
の
は
、
同
じ
（
あ
る
い
は
ほ
ぼ
同

じ
）
コ
ン
テ
ン
ツ
の
授
業
を
日
英
で
実
施
す
る
、
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
一
人
の
教
員
が
日
英
で
行
う
、
日
英
そ
れ
ぞ
れ

別
の
教
員
が
実
施
す
る
、
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。
と
い
う
こ

と
は
、
英
語
の
み
で
、
ま
た
は
日
本
語
の
み
で
卒
業
に
必
要

な
単
位
を
修
得
で
き
る
の
で
は
、
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
実
際
に
は
、
日
本
人
学
生
は
英
語
開
講
の
科
目
を
20

単
位
以
上
修
得
し
な
い
と
卒
業
で
き
な
い
と
い
う
縛
り
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
国
際
学
生
は
、
就
職
や
日
本
の
大
学
院
へ

の
進
学
な
ど
で
日
本
語
力
が
問
わ
れ
る
。
国
際
学
生
が
将
来
、

日
本
で
働
き
、
就
労
人
口
の
一
部
を
形
成
す
る
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
日
本
に
立
地
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
は
日
本
語
環
境

も
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

３　
高
等
教
育
の
因
子
と
差
異
化

　

大
学
教
育
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
教
授
陣・

教
授
法
、
学

習
環
境
の
三
つ
の
因
子
が
整
え
ら
れ
、
そ
の
因
子
が
有
効
に

機
能
し
て
い
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
三
つ
の
因
子
が
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
考
え
抜
か
れ
た
シ
ス
テ
ム
の

も
と
に
機
能
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
の
ス

ポ
ッ
ト
が
ト
ッ
プ
ス
ポ
ッ
ト
と
な
る
。
Ａ
Ｐ
Ｕ
は
九
州
大
分

県
別
府
市
の
小
高
い
丘
陵
地
帯
に
立
地
し
て
い
る
。
首
都
圏

や
関
西
圏
か
ら
は
、
中
心
か
ら
遠
い
僻
地
と
い
う
見
方
を
さ

れ
、
最
近
は
入
学
者
の
２
割
を
首
都
圏
出
身
の
学
生
が
占
め

る
と
は
い
え
、
日
本
の
受
験
構
造
の
な
か
で
は
優
位
の
立
地

条
件
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
構
造
の
な
か
で
受
験
生
を
獲
得

す
る
苦
労
は
常
に
つ
き
ま
と
う
。
し
か
し
、
世
界
で
闘
う
場

合
に
は
、
日
本
と
い
う
狭
い
島
国
の
な
か
で
の
中
央
、
地
方

と
い
う
意
識
は
背
景
に
退
き
、
そ
こ
が
ト
ッ
プ
ス
ポ
ッ
ト
で

あ
れ
ば
闘
え
る
。
海
外
の
会
議
で
Ａ
Ｐ
Ｕ
を
紹
介
す
る
時
に

は
、「
日
本
列
島
の
な
か
の
美
し
い
南
の
島・

九
州
に
立
地
し

て
い
る
」
と
言
う
こ
と
に
し
て
い
る
。
事
実
そ
の
と
お
り
で

あ
り
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
い
や
す
い
。

　

自
由
市
場
化
し
た
世
界
の
高
等
教
育
の
な
か
で
闘
う
に 

は
、
国
際
標
準
化
と
差
異
化
が
必
須
の
要
件
と
な
る
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
系
統
履
修
、
科
目
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
、
多
言
語
多

文
化
対
応
、
双
方
向
授
業
、
成
績
評
価
等
々
、
そ
の
学
問
分

野
に
お
け
る
教
育
の
国
際
標
準
が
指
向
さ
れ
、
誰
が
何
を
ど
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の
よ
う
に
教
え
る
か
に
つ
い
て
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
で
き
あ

が
る
。
Ａ
Ｐ
Ｕ
は
、
国
際
経
営
学
部
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
学
部

の
二
学
部
の
み
の
、
主
に
社
会
科
学
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
大

学
で
あ
る
。
国
際
経
営
学
部
と
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
ユ
ニ
ッ
ト
に
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
国
際
認
証
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
２
０

１
６
年
８
月
に
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｂ
（A

ssociation to A
dvance 

Collegiate Schools of Business

）
の
認
証
を
取
得
し
た
。

ゆ
く
ゆ
く
は
、
こ
う
し
た
分
野
で
ア
ジ
ア
ト
ッ
プ
30
を
目
指

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
差
異
化
、
高
品
質
化

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
自
由
市
場
化
し
た
世
界
の
高
等
教
育

界
に
お
い
て
、
他
大
学
に
伍
し
て
、
あ
る
い
は
一
歩
抜
き
ん

で
て
優
秀
な
学
生
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
ど
の
大
学
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
れ
を
私
学
の
限
ら
れ
た
財
政
基
盤
の
も
と

で
行
う
の
で
あ
る
か
ら
、
教
職
員
の
能
力
や
行
動
力
を
十
分

に
発
揮
す
る
シ
ス
テ
ム
と
、
意
志
決
定
や
指
揮
命
令
系
統
が

機
能
的
に
か
み
合
っ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
経
営
陣
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

４　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー

　

日
本
の
商
社
、
企
業
は
明
治
か
ら
今
日
ま
で
世
界
各
地
へ

隈
な
く
出
か
け
て
開
発
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
日
常
の
あ
り

ふ
れ
た
光
景
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
外
へ
出
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
て
、
肝
心
の
足
元
で
あ
る
国
内
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
は
顧
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ほ
ぼ
単
一
民
族
、
東
京
一

極
集
中
、
強
力
な
日
本
語・

日
本
文
化
圏
な
ど
の
内
的
な
因

子
が
働
い
て
、
な
か
な
か
多
元
、
多
極
、
多
文
化
と
い
う
発

想
が
育
た
ず
、
Ｉ
Ｔ
革
命
と
同
時
進
行
し
た
言
語
地
図
の
根

本
的
な
変
化
に
も
対
応
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
。

　

高
等
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
制
度
設
計
と
環
境
整 

備
、
そ
し
て
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
、
意
識
の
問
題
で
あ
る
と
述

べ
た
。
意
識
の
問
題
を
掘
り
進
め
る
と
、
ど
う
い
う
人
材
を

育
て
て
社
会
に
送
り
出
す
の
か
と
い
う
教
育
の
中
身
の
問
題

に
行
き
当
た
る
。
大
学
が
育
て
る
べ
き
グ
ロ
ー
バ
ル・

マ
イ

ン
ド
と
は
何
か
。
一
言
で
言
え
ば
、
異
文
化
（
他
者
）
を
理

解
し
て
受
け
入
れ
、
共
に
新
し
い
次
元
の
知
恵
や
価
値
を
生

み
出
す
心
的
習
性
（
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
）
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ

ん
、
大
学
は
学
問
の
府
で
あ
る
か
ら
、
人
類
が
求
め
て
き
た

普
遍
的
真
理
、
す
な
わ
ち
言
論
の
自
由
な
ど
の
基
本
的
人
権

の
擁
護
、
国
際
法
を
含
め
た
法
律
の
順
守
な
ど
の
意
識
が
共

有
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
専
門
性
を
深
め
る
と

と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル・

マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
学
生
を
育
て

て
い
き
た
い
。
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